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原子力発電所事故にともなって
放出された放射性物質は陸上に
沈着したあと、風雨のはたらきに
よって再移動します。放射線によ

るリスクを低減するためには、この再移動のプ
ロセスを把握することが重要です。私はこれま
で福島における水や土砂の移動にともなう放
射性物質（おもに放射性セシウム）の動態に
ついて観測を行ってきました。今後はチェルノ
ブイリ原発周辺での調査も計画しています。原
発事故で得られた教訓をできるだけ多く伝え
ていきたいと思います。

共生システム理工学類

・新田川流域における河川を通じた放射性セシウム
の移行量の観測

・さまざまな土地利用下にある斜面における土砂お
よび放射性セシウム移動量の観測

・大熊町ため池における水の放射性セシウム濃度の
観測

これまでの取組事例
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想定するパートナー

共生システム理工学類環境放射能に関する共同観測、調査結果に基づく
助言等

具体的な連携、事業化のイメージ
特許情報、著書、論文

Behavior of 137Cs in ponds in the 
vicinity of the Fukushima Dai-
ichi nuclear power plant Journal 
of Environmental Radioactivity. 
(in press) Wakiyama et al. (主著)

河川におけるサンプリングの様子
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